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2025  April・MayTopics

清掃現場で使用している作業
標示板について、使用状況に
応じた適切な注意喚起を図る
ことを目的に４種類の掲示物
を制作した。

給水設備の実技研修（給水ポンプの分解・組み
立て）の要点をポイントごとに解説した動画を
制作した。

１．ノンワックス床材のメンテナンスに関する
　　調査（第２回）

メーカーや関連団体を対象にノンワックス床材の現状と
管理方法についてアンケートを実施し、調査結果を冊子
にまとめた。

２．第 10 回警備業務に関する
　　実態調査報告書

警備業認定を受けている当協会会員企業を対象にアン
ケートを実施し、その調査結果を冊子にまとめた。今回
は、人材不足や社員教育に焦点をあて、IT 技術の導入
についての質問を新たに加えた。

３．省エネを取り巻く最近の動向と推進手法の
　　事例に関する調査報告書

４．管理物件の設備修繕に関する
　　診断方法についての調査報告書

省エネ法の改正や建物の省エネ対策、補助金制度、ビル
メンテナンス業界における導入事例等を紹介し、冊子に
まとめた。

ビルメンテナンス企業に求められる設備修繕に関し、
メーカーや調査専門企業に診断方法のヒアリングを行
い、内容を冊子にまとめた。

 各 種 調 査 報 告 書 が 完 成

 作 業 標 示 板 用 掲 示 物 の 制 作

 実 技 研 修 動 画 の 制 作

令和６年度制作物の公開
令和６年度の各種制作物および調査報告書が完成しました。

協会 Web サイトの「ライブラリ」からどなたでも閲覧可能なため、是非ご活用いただきたい。

ライブラリページはこちら
https://www.tokyo-bm.or.jp/service/library.html 



4皆で考え　皆で達成　目指す目標　災害ゼロ職場

CClip lip クリップボード

BoardBoard

『１から学ぶ清掃マニュアル』の外国語版３種（ミャンマー語、英語、ベトナム語）および貯水槽清掃作
業従事者研修動画をライブラリに公開した。ぜひ社内研修の一環として、従業員のスキル向上等にご活用
いただきたい。

※『１から学ぶ清掃マニュアル』の日本語版は、引き続き販売中。

書籍『ビル設備管理テキスト（初級編）第４版』
新人教育向けの人気テキストがこの度大幅改訂となりました。
カラー化し、よりわかり易い内容となりました。

（令和７年４月中旬より発売予定）
会員価格：2,310 円（税込） 目次

１章	 建築物の維持管理
２章	 管理の基礎知識
３章	 電気設備
４章	 空気調和設備
５章	 衛生設備
６章	 防災設備
７章	 搬送設備

貯水槽清掃作業の手順をわかりやすく
まとめた動画です。

書籍『１から学ぶ清掃マニュアル』

協会既刊書籍と研修動画を無料公開

書籍『ビル設備管理テキスト（初級編）』の改訂

１

２

動画『貯水槽清掃作業
従事者研修』ベトナム語版英語版ミャンマー語版



5 見落とすな　必ず潜む　危険個所

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員515社╱賛助会員72社
 （令和7年３月31日現在）
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ポイント

特集

Clip Board

Topics
令和６年度制作物の公開
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28

Series & Regular
連載　おすすめ製品コーナー
告知板  

理事会報告（第140 回）

令和７年度 事業計画及び予算を承認 16

協会既刊書籍と研修動画を無料公開
書籍『ビル設備管理テキスト（初級編）』の改訂 4

3

23
Special
令和7年度 事業計画・予算

 伊藤　真由子  様　３年　　

 「景色にかけるだけできれいになる
未来の消しゴム」

表 紙

 第18回 ビルメンテナンス
 こども絵画コンクール 東京地区 受賞作品



6

　
東
京
都
で
は
、
顧
客
に
よ
る
著
し
い
迷
惑
行
為
の
防
止
を
目
的
と

し
た
「
東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
が
、
全

国
で
初
め
て
制
定
さ
れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
判
断
基
準
や
実
例
、

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
具
体

的
な
対
策
方
法
等
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。
ご
一
読
い

た
だ
き
、
従
業
員
の
安
全
と

尊
厳
を
守
り
、
企
業
の
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
の
概
要
と
企
業
対
応
の

防
止
条
例
の
概
要
と
企
業
対
応
の

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト監 修（2025年3月24日）

http://www.plum-law.com

プラム綜合法律事務所
弁護士

梅澤　康二　氏



77 やめましょう  “ たら ”  “ れば ”  “ だろう ”  その思考

特　集 東京都カスタマー・ハラスメント防止条例の概要と企業対応のポイント

　

本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
「
カ
ス
タ
マ

ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
深
刻
化
」
が
あ
り
ま
す
。
顧
客

に
よ
る
迷
惑
行
為
は
、
働
く
人
の
人
格
や
尊
厳
を
侵
害

す
る
の
み
な
ら
ず
、
消
費
生
活
や
事
業
者
の
事
業
継
続

に
も
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。
東
京
都
で
は
、
社
会

全
体
で
そ
の
防
止
を
図
り
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
的

に
、
条
例
制
定
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
条

例
自
体
に
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
為
に
よ
っ
て
は

傷
害
罪
、
強
要
罪
、
名
誉
毀
損
罪
、
業
務
妨
害
罪
な
ど

の
犯
罪
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
刑
法
等
に
基
づ

く
処
罰
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
顧
客
か
ら
の

暴
行
、
脅
迫
、
暴
言
、
不
当
な
要
求
と
い
っ
た
、
理
不

尽
で
著
し
い
迷
惑
行
為
を
指
し
ま
す
。
顧
客
は
消
費
者

だ
け
で
な
く
企
業
間
取
引
の
相
手
先
も
含
ま
れ
ま
す
。

顧
客（
カ
ス
タ
マ
ー
）＋
嫌
が
ら
せ（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
略
し
て
カ
ス
ハ
ラ
と
も
言

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

実
態
調
査
」
で
は
、
過
去
３
年
間
に
相
談
が
あ
っ
た
と

回
答
し
た
企
業
の
割
合
を
み
る
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
（
48
・

2
％
）、
セ
ク
ハ
ラ
（
29
・
8
％
）
に
続
い
て
、
カ
ス

タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
19
・
5
％
）
が
高
く
、
過

去
3
年
間
の
相
談
件
数
の
推
移
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
み
「
件
数
が
増
加
し
て
い
る
」
の

割
合
（
3
・
8
％
）
の
方
が
、
「
減
少
し
て
い
る
」

（
2
・
2
％
）
よ
り
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

　

ま
た
、
過
去
3
年
間
に
各
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
が

あ
っ
た
企
業
の
う
ち
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
該
当
す
る
事
案
が
あ
っ
た
と
す
る
企
業
の
割
合
が

92
・
7
％
と
最
も
高
く
、
過
去
3
年
間
の
該
当
件
数
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
相
談
件
数
と
同
様
、
「
件
数
が
増

加
し
て
い
る
」
の
割
合
（
19
・
4
％
）
が
、
「
減
少
し

て
い
る
」
（
12
・
1
％
）
よ
り
高
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
（
図
２
）

【
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
】

　

顧
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
・
言
動
の
う
ち
、
要

求
内
容
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
ま
た

は
そ
の
妥
当
性
に
照
ら
し
て
、
当
該
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
・
態
様
が
社
会
通
念
上
不

相
当
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
手
段
・
態
様
に

よ
り
、
社
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
と
判
断

さ
れ
る
も
の
。

【
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
例
】

暴
言
・
暴
力

侮
辱
、
人
格
否
定
、
口
撃
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト

時
間
拘
束

居
座
り
、
長
時
間
の
電
話

威
嚇
・
脅
迫

怒
声
、
土
下
座
の
強
要
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
を

ほ
の
め
か
す

正
当
な
理
由
の
な
い
要
求

正
当
な
理
由
の
な
い
特
別
扱
い
・
金
銭
・
謝
罪

の
要
求

そ
の
他

し
つ
こ
い
電
話
や
メ
ー
ル
、
何
度
も
同
じ
説
明

を
す
る
・
さ
せ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

誹
謗
中
傷

カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

１１

カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

発
生
状
況

２２



88気づきをシェア　みんなで防ぐ　あすの事故

　

労
働
者
へ
の
調
査
で
は
、
全
国
の
企
業
・
団
体
に
勤

務
す
る
20
～
64
歳
の
男
女
労
働
者
の
う
ち
、
過
去
3
年

間
に
勤
務
先
で
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
一
度

以
上
経
験
し
た
者
の
割
合
は
、
15
・
0
％
で
あ
り
、
パ

ワ
ハ
ラ
（
31
・
4
％
）
よ
り
は
回
答
割
合
が
低
い
も
の

の
、
セ
ク
ハ
ラ
（
10
・
2
％
）
よ
り
も
回
答
割
合
が
高

い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
（
図
３
）

　

受
け
た
行
為
の
内
容
と
し
て
は
「
長
時
間
の
拘
束
や

同
じ
内
容
を
繰
り
返
す
ク
レ
ー
ム
（
過
度
な
も
の
）」

（
52
・
0
％
）
の
回
答
が
最
も
多
く
、
「
名
誉
毀
損
・

侮
辱
・
ひ
ど
い
暴
言
」（
46
・
9
％
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
図
４
）

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
お
け
る

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例

不
当
な
要
求

▼
購
入
し
た
物
販
商
品
に
つ
い
て
不
当
な
理
由
を
つ
け

賠
償
を
求
め
る

▼
商
業
施
設
テ
ナ
ン
ト
入
居
者
よ
り
増
員
等
を
要
求
さ

れ
る

▼
土
下
座
を
強
要
す
る

▼
目
つ
き
が
悪
い
等
の
言
い
が
か
り
か
ら
謝
罪
を
要
求

す
る

図１：過去３年間のハラスメント相談件数の傾向（ハラスメント種類別）

パワハラ
（n=6408）

セクハラ
（n=6407）

妊娠・出産・育児休業等
ハラスメント（n=6410）

介護休業等ハラスメント
（n=6385）

就活等セクハラ
（n=6381）

過去３年間に相談件数が増加している

過去３年間に相談件数は減少している

過去３年間に相談はない

過去３年間に相談があり、件数は変わらない

過去３年間に相談はあるが、件数の増減は分からない

過去３年間に相談の有無を把握していない

（調査対象：全国の従業員 30 人以上の企業・団体）

（出典：令和２年度 厚生労働省 職場のハラスメントに関する実態調査）

顧客等からの著しい
迷惑行為（n=6365）



99 基本に忠実　安全優先　心の中で危険予測

特　集 東京都カスタマー・ハラスメント防止条例の概要と企業対応のポイント

図２：過去３年間のハラスメント該当件数の傾向（ハラスメント種類別）

図３：過去３年間にハラスメントを受けた経験

パワハラ
（n=3087）

パワハラ

セクハラ
（n=1911）

セクハラ

妊娠・出産・育児休業等
ハラスメント（n=332）

介護休業等ハラスメント
（n=105）

就活等セクハラ
（n=33）

該当すると判断した事例の件数が増加している

該当すると判断した事例の件数は減少している

過去３年間に該当すると判断した事例はない

該当すると判断した事例があり、件数は変わらない

該当すると判断した事例はあるが、件数の増減は分からない

（調査対象：全国の従業員 30 人以上の企業・団体のうち、過去３年間に各ハラスメントに関する相談を取り扱った企業）

（出典：令和２年度 厚生労働省 職場のハラスメントに関する実態調査）

顧客等からの著しい
迷惑行為（n=1247）

顧客等からの著しい
迷惑行為

時々経験した 経験しなかった何度も繰り返し経験した 一度だけ経験した

（調査対象：全国の 20 〜 64 歳の男女労働者（n=8,000））

（出典：令和２年度 厚生労働省 職場のハラスメントに関する実態調査）



1010災害は無理と油断と焦りから　心のゆとりで無災害

▼
個
人
情
報
（
氏
名
、
連
絡
先
等
）
を
要
求
し
て
く
る

▼
気
に
入
ら
な
い
（
相
性
が
合
わ
な
い
）
な
ど
の
理
由

か
ら
、
配
置
換
え
や
人
の
入
れ
替
え
を
要
求
す
る

▼
仕
様
に
な
い
清
掃
や
作
業
、
用
具
の
貸
し
出
し
を
求

め
ら
れ
る

▼
運
動
ス
タ
ジ
オ
の
職
員
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
書
込
み
）
を
さ
れ
た

▼
ク
レ
ー
ム
の
際
に
、
従
業
員
を
動
画
で
撮
影
し
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
公
開
す
る
と
言
わ
れ
る

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
別
の
対
応
例

時
間
拘
束
型

●
長
時
間
に
わ
た
り
、
顧
客
が
従
業
員
を
拘
束
す
る
。

　

居
座
り
を
す
る
、
長
時
間
、
電
話
を
続
け
る
。

【
対
応
例
】

　
対
応
で
き
な
い
理
由
を
説
明
し
、
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
を
明
確
に
告
げ
る
等
の
対
応
を
行
っ
た
後
、
膠
着
状

態
に
至
っ
て
か
ら
一
定
時
間
を
超
え
る
場
合
、
お
引
き

取
り
を
願
う
、
ま
た
は
電
話
を
切
る
。
複
数
回
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
対
応
で
き
る

時
間
を
伝
え
て
、
そ
れ
以
上
に
長
い
対
応
は
し
な
い
。

現
場
対
応
に
お
い
て
は
、
顧
客
等
が
帰
ら
な
い
場
合
に

は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
退
去
を
求
め
る
。
状
況
に
応

じ
て
、
弁
護
士
へ
の
相
談
や
警
察
へ
の
通
報
等
を
検
討

す
る
。

リ
ピ
ー
ト
型

●
理
不
尽
な
要
望
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
電
話
で
問
い

▼
過
剰
な
品
質
を
求
め
ら
れ
、
何
度
も
や
り
直
し
を
要

求
さ
れ
る

▼
受
付
時
間
外
の
対
応
を
求
め
ら
れ
る

▼
納
期
や
作
業
時
間
の
短
縮
を
求
め
ら
れ
る

▼
契
約
に
な
い
対
応
を
求
め
、
そ
れ
に
対
し
て
の
追
加

料
金
を
支
払
わ
な
い

長
時
間
の
拘
束

▼
プ
ー
ル
に
て
監
視
業
務
を
妨
げ
る
よ
う
な
会
話
を
持

ち
掛
け
ら
れ
た

▼
ホ
テ
ル
に
て
従
業
員
を
部
屋
に
呼
び
出
し
、
長
々
と

話
さ
れ
た

▼
用
事
も
な
い
の
に
ホ
テ
ル
に
電
話
連
絡
を
し
、
長
時

間
通
話
を
続
け
る

▼
施
設
利
用
の
予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る
日
程
で
も
予
約

で
き
な
い
の
か
と
何
回
も
問
い
合
わ
せ
が
く
る

暴
言
・
暴
力

▼
プ
ー
ル
監
視
で
タ
ト
ゥ
ー
を
隠
す
よ
う
お
願
い
し
た

ら
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
れ
た

▼
ア
ル
コ
ー
ル
類
持
ち
込
み
禁
止
の
施
設
で
の
飲
酒
を

注
意
し
た
際
に
暴
言
を
受
け
た

▼
プ
ー
ル
の
コ
ー
ス
利
用
設
定
の
変
更
を
要
求
さ
れ
大

声
を
出
さ
れ
る

▼
お
風
呂
の
温
度
が
熱
い
と
大
声
を
出
さ
れ
る

そ
の
他
の
嫌
が
ら
せ

図４：顧客等から受けた著しい迷惑行為の内容

名
誉
毀
損
・
侮
辱
・

ひ
ど
い
暴
言

著
し
く
不
当
な
要
求

（
金
品
の
要
求
、

土
下
座
の
強
要
等
）

長
時
間
の
拘
束
や
同
じ

内
容
を
繰
り
返
す

ク
レ
ー
ム
（
過
度
な
も
の
）

脅
迫

暴
行
・

障
害

そ
の
他

（調査対象：過去３年間に顧客等からの著しい
迷惑行為を受けた者（n=1,200））

（出典：令和２年度 厚生労働省 職場の
ハラスメントに関する実態調査）
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合
わ
せ
を
す
る
、
ま
た
は
面
会
を
求
め
て
く
る
。

【
対
応
例
】　

　
連
絡
先
を
取
得
し
、
繰
り
返
し
不
合
理
な
問
い
合
わ

せ
が
く
れ
ば
注
意
し
、
次
回
は
対
応
で
き
な
い
旨
を
伝

え
る
。
そ
れ
で
も
繰
り
返
し
連
絡
が
来
る
場
合
、
リ
ス

ト
化
し
て
通
話
内
容
を
記
録
し
、
窓
口
を
一
本
化
し
て
、

今
後
同
様
の
間
い
合
わ
せ
を
や
め
る
よ
う
に
伝
え
て
毅

然
と
対
応
す
る
。
状
況
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
警
察
へ

の
相
談
等
を
検
討
す
る
。

暴
言
型

●
大
き
な
怒
鳴
り
声
を
あ
げ
る
。
「
馬
鹿
」
と
い
っ
た

侮
辱
的
発
言
、
人
格
の
否
定
や
名
誉
を
毀
損
す
る
発

言
を
す
る
。

【
対
応
例
】

　
大
声
を
張
り
上
げ
る
行
為
は
、
周
囲
の
迷
惑
と
な
る

た
め
、
や
め
る
よ
う
に
求
め
る
。
侮
辱
的
発
言
や
名
誉

毀
損
、
人
格
を
否
定
す
る
発
言
に
関
し
て
は
、
後
で
事

実
確
認
が
で
き
る
よ
う
録
音
し
、
程
度
が
ひ
ど
い
場
合

に
は
退
去
を
求
め
る
。

暴
力
型

●
殴
る
、
蹴
る
、
た
た
く
、
物
を
投
げ
つ
け
る
、
わ
ざ　

と
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
等
の
行
為
を
行
う
。

【
対
応
例
】

　
行
為
者
か
ら
危
害
が
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
一
定
の
距

離
を
保
つ
等
、
対
応
者
の
安
全
確
保
を
優
先
す
る
。
ま

た
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
複
数
名
で
対
応
し
、
直
ち
に

警
察
に
通
報
す
る
。

威
嚇
・
脅
迫
型

●
脅
迫
的
な
発
言
を
す
る
、
反
社
会
的
勢
力
と
の
つ
な

が
り
を
ほ
の
め
か
す
、
異
常
に
接
近
す
る
等
と
い
っ

た
、
従
業
員
を
怖
が
ら
せ
る
よ
う
な
行
為
を
と
る
。

ま
た
は
、
「
対
応
し
な
け
れ
ば
株
主
総
会
で
糾
弾
す

る
」
「
S
N
S
に
あ
げ
る
、
口
コ
ミ
で
悪
く
評
価

す
る
」
等
と
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
下
げ
る
よ
う
な

脅
し
を
か
け
る
。

【
対
応
例
】

　
複
数
名
で
対
応
し
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
者
の

安
全
確
保
を
優
先
す
る
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
弁

護
士
へ
の
相
談
や
警
察
へ
の
通
報
等
を
検
討
す
る
。
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
下
げ
る
よ
う
な
脅
し
を
か
け
る
発

言
を
受
け
た
場
合
に
も
毅
然
と
対
応
し
、
退
去
を
求
め

る
。

権
威
型

●
正
当
な
理
由
な
く
、
権
威
を
振
り
か
ざ
し
要
求
を
通

そ
う
と
す
る
、
お
断
り
を
し
て
も
執
拗
に
特
別
扱
い

を
要
求
す
る
。
ま
た
は
、
文
書
等
で
の
謝
罪
や
土
下

座
を
強
要
す
る
。

【
対
応
例
】

　
不
用
意
な
発
言
は
せ
ず
、
対
応
を
上
位
者
と
交
代
す

る
。
要
求
に
は
応
じ
な
い
。

店
舗
外
拘
束
型

●
ク
レ
ー
ム
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
、
職
場
外

で
あ
る
顧
客
等
の
自
宅
や
特
定
の
喫
茶
店
な
ど
に
呼

び
つ
け
る
。

【
対
応
例
】

　
基
本
的
に
は
単
独
で
の
対
応
は
行
わ
ず
、
ク
レ
ー
ム

の
詳
細
を
確
認
し
た
上
で
、
対
応
を
検
討
す
る
。
対
応

の
検
討
の
た
め
に
、
事
前
に
返
金
等
に
対
す
る
一
定
の

金
額
基
準
、
時
間
、
距
離
、
購
入
か
ら
の
期
間
な
ど
の

制
限
な
ど
に
つ
い
て
基
準
を
設
け
て
お
く
。
店
外
で
対

応
す
る
場
合
は
、
公
共
性
の
高
い
場
所
を
指
定
す
る
。

納
得
さ
れ
ず
従
業
員
を
返
さ
な
い
と
い
う
事
態
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
弁
護
士
へ
の
相
談
や
警
察
へ
の
通
報
等

を
検
討
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

誹
謗
中
傷
型

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
名
誉
を
毀
損
す
る
、
ま
た
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
。

【
対
応
例
】

　
掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
掲
載
先

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
運
営
者
（
管
理
人
）
に
削
除
を

求
め
る
。
投
稿
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
等
を
請
求
し
た

い
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
に
相
談
し
つ
つ
、

発
信
者
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
。
名
誉
毀
損
等
に
つ

い
て
、
投
稿
者
の
処
罰
を
望
む
場
合
に
は
弁
護
士
や
警
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察
へ
の
相
談
等
を
検
討
す
る
。
解
決
策
や
削
除
の
求
め

方
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
法
務
局
や
違
法
・
有
害

情
報
相
談
セ
ン
タ
ー
、
「
誹
謗
中
傷
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
セ
ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会)

に
相
談
す
る
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断
基
準
は
、
企

業
ご
と
に
違
い
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
社
で
あ
ら
か
じ
め
基
準
を
明
確
に
し
た
上
で
、
企
業

内
の
考
え
方
、
対
応
方
針
を
統
一
し
て
現
場
と
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
● 

顧
客
の
要
求
内
容
に
妥
当
性
は
あ
る
か

　
　

顧
客
の
主
張
に
関
し
て
、
ま
ず
は
事
実
関
係
を
認

定
し
、
認
定
し
た
事
実
を
的
確
に
評
価
し
て
、
自
社

に
過
失
が
な
い
か
、
ま
た
は
根
拠
の
あ
る
要
求
が
な

さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
顧
客
の
主
張
の
妥
当
性
を

判
断
し
ま
す
。
例
え
ば
、
顧
客
が
購
入
し
た
商
品
に

も
と
も
と
瑕
疵
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
謝
罪
や
商

品
の
交
換
や
代
金
の
返
金
を
求
め
る
こ
と
は
概
ね
妥

当
と
い
え
ま
す
。
他
方
、
自
社
の
過
失
・
商
品
の
瑕

疵
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
顧
客
の
要
求
に
は
正
当
な
理

由
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
態
様

が
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
相
当
な
範
囲
か

　
　

顧
客
の
要
求
内
容
の
妥
当
性
の
確
認
と
併
せ
て
、

そ
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
様
態
が
社
会

通
念
に
照
ら
し
て
相
当
な
範
囲
で
あ
る
か
を
確
認
し

ま
す
。
例
え
ば
、
長
時
間
に
及
ぶ
ク
レ
ー
ム
は
、
業

務
の
遂
行
に
支
障
が
生
じ
る
と
い
う
観
点
か
ら
社
会

通
念
上
相
当
性
を
欠
く
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
要
求
に
及
ぶ
際
の
言
動
が
暴
力
的
・
威

圧
的
・
継
続
的
・
拘
束
的
・
性
的
で
あ
る
場
合
は
、

や
は
り
社
会
通
念
上
不
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
、
顧
客
の
要
求
内
容
に
そ
も
そ
も
妥

当
性
が
な
い
場
合
や
妥
当
性
が
認
め
れ
て
も
要
求
態

様
が
社
会
通
念
上
不
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
要
求
す
る
行
為
が
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
で
き
る
と
考
え

ま
す
。

　

な
お
、
殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
暴
力
行
為
は
、
直
ち

に
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
と
判
断

で
き
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
犯
罪
行
為
に
該
当
し
得
る

① 

損
害
賠
償
責
任

　

カ
ス
ハ
ラ
を
し
た
者
は
、
被
害
を
受
け
た
事
業

者
や
そ
の
従
業
員
に
対
し
て
、
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
（
民
法

７
０
９
条
）

② 

刑
事
上
の
責
任

　

カ
ス
ハ
ラ
を
し
た
者
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
犯

罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る

（
ａ
）
対
応
し
た
従
業
員
な
ど
に
暴
力
を
振
る
っ

た
場
合

 

→
暴
行
罪
（
刑
法
２
０
８
条
）、傷
害
罪
（
刑

法
２
０
４
条
）

（
ｂ
）
対
応
し
た
従
業
員
や
事
業
者
の
名
誉
を
傷

つ
け
る
発
言
を
し
た
場
合

 

→
名
誉
毀
損
罪
（
刑
法
２
３
０
条
１
項
）、

侮
辱
罪
（
刑
法
２
３
１
条
）

（
ｃ
）
対
応
し
た
従
業
員
や
事
業
者
に
対
し
て
脅

迫
を
行
っ
た
場
合

 

→
脅
迫
罪
（
刑
法
２
２
２
条
）、強
要
罪
（
刑

法
２
２
３
条
）

（
ｄ
）
暴
行
や
脅
迫
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
者
の
業

務
を
妨
害
し
た
場
合

 

→
威
力
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
２
３
４
条
）

（
ｅ
） 

著
し
く
粗
野
ま
た
は
乱
暴
な
言
動
で
他
の

客
に
迷
惑
を
か
け
た
場
合

 

→
軽
犯
罪
法
違
反
（
同
法
１
条
５
号
）

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
法
規
制

カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

判
断
基
準

３３
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も
の
で
す
。
ま
た
、
従
業
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
、

支
障
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
従
業
員
に
対
す
る
職

場
環
境
配
慮
義
務
の
観
点
か
ら
企
業
と
し
て
の
対
応
・

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
従
業
員
へ

の
影
響
と
し
て
は
、
精
神
的
な
負
担
が
大
き
く
、
業
務

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
深

刻
な
場
合
に
は
健
康
不
良
や
精
神
疾
患
を
招
き
、
休
職

や
退
職
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
カ
ス
タ
マ

ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
で
も
「
カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
場
合
に
は
速
や
か
に
就
業
者

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
当
該
行
為
を
行
っ
た

顧
客
等
に
対
し
、
そ
の
中
止
の
申
入
れ
そ
の
他
の
必
要

か
つ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
と
し
て
は
、
顧
客
対
応
に
要
す
る
時
間

が
主
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
、
直
接
的
な
や
り
と
り
の

み
で
１
時
間
以
上
か
か
る
も
の
を
は
じ
め
、
社
内
で
の

対
応
方
針
の
検
討
や
、
状
況
に
応
じ
て
弁
護
士
や
警
察

と
い
っ
た
外
部
と
の
相
談
対
応
の
時
間
を
含
め
る
と
相

当
な
時
間
的
コ
ス
ト
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
他
の
顧
客
な
ど

に
お
い
て
も
、
業
務
遅
延
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
利
用
環
境
の
悪
化
な
ど
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
店
舗
や
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
企
業
の
責
任

　
　

企
業
及
び
事
業
主
と
し
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い

な
い
場
合
、
被
害
を
受
け
た
従
業
員
か
ら
責
任
を
追

及
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
対
応
す
べ
き
事
項

と
し
て
、
従
業
員
の
現
場
で
の
安
全
確
保
や
従
業
員

の
精
神
面
へ
の
配
慮
が
あ
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
安
全
の
確
保

　
　

顧
客
等
が
、
殴
る
、
蹴
る
、
物
を
投
げ
る
と
い
っ

た
暴
力
行
為
を
行
っ
て
く
る
場
合
に
は
、
従
業
員
の

安
全
確
保
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的

に
は
、
現
場
責
任
者
が
顧
客
対
応
を
代
わ
り
、
顧
客

等
か
ら
従
業
員
を
引
き
離
す
、
状
況
に
応
じ
て
、
弁

【
従
業
員
へ
の
影
響
】

・
業
務
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下

・
健
康
不
良
（
頭
痛
、
睡
眠
不
良
、
精
神
疾
患
、

耳
鳴
り 

等
）

・
現
場
対
応
へ
の
恐
怖
、
苦
痛
に
よ
る
従
業
員
の

配
置
転
換
、
休
職
、
退
職

【
企
業
へ
の
影
響
】

・
時
間
の
浪
費
（
ク
レ
ー
ム
へ
の
現
場
で
の
対
応
、

電
話
対
応
、
謝
罪
訪
問
、
社
内
で
の
対
応
方
法
の

検
討
、
弁
護
士
へ
の
相
談 

等
）

・
業
務
上
の
支
障
（
顧
客
対
応
に
よ
っ
て
他
業
務

が
行
え
な
い 

等
）

・
人
員
確
保
（
従
業
員
離
職
に
伴
う
従
業
員
の
新

規
採
用
、
教
育
コ
ス
ト 

等
）

・
金
銭
的
損
失
（
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
値
下
げ
、

慰
謝
料
要
求
へ
の
対
応
、
代
替
品
の
提
供 

等
）

・
店
舗
、
企
業
に
対
す
る
他
の
顧
客
等
へ
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
低
下

【
他
の
顧
客
へ
の
影
響
】

・
来
店
す
る
他
の
顧
客
の
利
用
環
境
、
雰
囲
気
の

悪
化

・
業
務
遅
延
に
よ
っ
て
他
の
顧
客
等
が
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い 

等

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る

従
業
員
・
企
業
・
他
の
顧
客
等
へ
の
影
響

カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
の
必
要
性

４４
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護
士
や
管
轄
の
警
察
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
従
業

員
の
安
全
を
確
保
す
る
等
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。

●
従
業
員
の
精
神
面
へ
の
配
慮

　

顧
客
等
か
ら
の
言
動
に
よ
り
、
従
業
員
に
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
の
兆
候
が
あ
る
場
合
、
産
業
医
や
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
家
に
相
談
対
応

を
依
頼
し
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
行
う
、
ま
た
は
専
門
の

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
促
し
ま
す
。
そ
の
他
、
定
期
的

に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
等
、
従
業
員
の
状
況
を

確
認
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
産
業
医
へ
の
相
談
を
促

す
等
、
従
業
員
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
一
旦
解
決
し

た
後
も
、
同
様
の
問
題
が
再
発
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

従
業
員
へ
の
顧
客
対
応
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
発
生
し

た
事
案
に
た
だ
対
応
す
る
だ
け
で
は
、
最
悪
の
場
合
、

同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
残
り
ま
す
。
カ

ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
再
発
防
止
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
の
接
客
態
度
に
よ
り
ク
レ
ー

ム
が
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
発
展
す
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
接
客
対
応
の
改
善
に
よ

っ
て
再
発
防
止
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
事
例
ご
と

の
検
証
や
、
新
た
な
防
止
策
・
ク
レ
ー
ム
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
研
修
な
ど
を
行
い
、
再
発
防
止
に
役
立
て
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
業
務
に
お
い
て
経
験
が
蓄
積
さ

れ
る
こ
と
で
迷
惑
行
為
へ
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
、
迷
惑
行
為
を
す
る
顧
客
等
が
来
な
く
な
っ
た
、
従

業
員
が
明
る
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
見
ら
れ
ま

す
。 

ま
た
、
従
業
員
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
行
動
で

示
す
こ
と
で
、
離
職
者
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
意
見
も
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
い
て
、
カ
ス
タ
マ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
の
効

果
が
期
待
で
き
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
取
り
組
む
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
事
業
主
や
関
係
者
に
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
正
し
い
理
解
が
促
さ
れ
、
現
場
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ

ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と
適
切
な
対
応
に
つ
な
が

り
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

① 

従
業
員
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務

　

事
業
者
が
従
業
員
を
カ
ス
ハ
ラ
か
ら
守
る
た
め

の
対
策
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
従
業
員
に
対
し
て

安
全
配
慮
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
労
働
契
約
法
５
条
）

② 

カ
ス
ハ
ラ
対
応
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
義
務

　

事
業
者
は
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
、
雇
用
管
理
上
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。（
労
働
施

策
総
合
推
進
法
30
条
の
２
第
１
項
）

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の

義
務
化

　

事
業
主
に
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
体
制
整
備
を

義
務
付
け
る
法
令
や
通
達
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
厚

労
省
が
公
表
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
事
業
主
が
以
下
の
よ
う

な
措
置
を
取
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

（
a
）
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備

・
カ
ス
ハ
ラ
に
対
す
る
基
本
方
針
の
策
定

・
カ
ス
ハ
ラ
の
相
談
窓
口
の
設
置
と
周
知

・
カ
ス
ハ
ラ
相
談
に
対
す
る
対
応
ル
ー
ル
の
策
定

（
b
）
被
害
者
へ
の
配
慮
の
た
め
の
取
り
組
み

・
被
害
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
相
談
対

応
・
著
し
い
迷
惑
行
為
を
行
っ
た
者
に
、
従
業
員
一

人
で
対
応
さ
せ
な
い

再
発
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み

５５
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③外乱光に強い自社製３D センサの使用による確実な段差検知・立体的な障害物の回避

進化した自律走行をご提供します。進化した自律走行をご提供します。
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

昨
日
か
ら
の
大
寒
波
で
、北
海
道
で
言
う「
し
ば
れ
る
」

の
上
を
い
く
、
底
冷
え
す
る
よ
う
な
寒
さ
で
あ
る
。

　

今
年
は
立
春
を
過
ぎ
て
か
ら
、
日
本
海
側
、
東
北
か

ら
九
州
、
四
国
ま
で
雪
が
降
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
少
し
ず
つ
春
め
い
て
き
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
も
ピ
ー
ク
を
越
え
、
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う

だ
が
、
健
康
に
は
十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

海
外
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
ト
ラ
ン
プ
旋

風
が
吹
い
て
お
り
、
彼
の
言
動
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た

ら
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
く
な
る
。
停
戦
中
の
パ
レ
ス
チ

ナ
の
問
題
や
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
の
会
談
の
行
方
な
ど
も
あ
る
が
、
早
く
安
定
を
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

令
和
７
年
度
の
講
習
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
た
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
当
協
会
の
各
種
講
習
会
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
が
業
界
各
社
の
サ
ー
ビ
ス
や
競
争
力
向
上

に
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
日
は
、
審
議
事
項
と
し
て
入
会
の
承
認
案
件
の
ほ

か
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
、
諸
規
定
の
改
正
、

第
15
回
の
定
時
総
会
の
招
集
の
案
内
な
ど
重
要
な
案
件

が
あ
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
担
当
理
事

そ
の
１　
正
会
員　
エ
イ
ト
ス
マ
イ
ル
不
動
産
株
式

会
社

そ
の
２　
正
会
員　
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
日
本
総
務
部

　

標
記
２
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
エ
イ
ト
ス
マ
イ
ル
不
動
産
株
式
会
社
は
、

平
成
24
年
10
月
に
設
立
さ
れ
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
最
近
で
は

自
社
の
扱
う
不
動
産
管
理
か
ら
派
生
し
た
清
掃
や
設

備
管
理
な
ど
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
も
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
の
内
製
化

に
向
け
て
、
従
業
員
教
育
の
強
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
で
あ
る
。

そ
の
２　
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
日
本
総
務
部
は
、
昭
和

62
年
10
月
に
旧
松
下
電
器
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
本

社
を
中
心
と
し
た
総
務
部
門
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、平
成
27
年
に
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
に
参
画
し
た
。
本
社
は
大
阪
だ
が
、
都
内
に
は
南

青
山
と
品
川
に
支
店
が
あ
る
。
主
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
設
備
管
理
業
務
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会
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第２号議案　令和7年度 事業計画について第２号議案　令和7年度 事業計画について
第３号議案　令和7年度 予算について第３号議案　令和7年度 予算について
第４号議案　令和7年度 資金調達及び設備投資の見込みについて第４号議案　令和7年度 資金調達及び設備投資の見込みについて
第５号議案　第15回定時総会の招集について第５号議案　第15回定時総会の招集について
第６号議案　諸規定の一部改正について第６号議案　諸規定の一部改正について
　　その１　事務局職員就業規則　　その１　事務局職員就業規則
　　その２　事務局職員給与規程　　その２　事務局職員給与規程
　　その３　事務局職員育児・介護休業等に関する規則　　その３　事務局職員育児・介護休業等に関する規則

Photo:桜
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■第 140回理事会

は
都
内
に
お
い
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
以
外
の
受
注
拡
大

を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、

株
式
会
社
日
本
テ
レ
ビ
ワ
ー
ク
24
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
令
和
７
年
度 

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、
関
連
が
あ

る
第
３
号
議
案
令
和
７
年
度
予
算
案
、
第
４
号
議
案

令
和
７
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
と

と
も
に
一
括
し
て
提
案
を
受
け
た
後
、
個
別
に
採
決

さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

新
規
事
業
や
拡
大
・
縮
小
し
た
事
業
、
終
了
し
た

事
業
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
の
あ
っ

た
事
業
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
説
明
す
る
。

１　
新
規
の
事
業

　

建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
（
建
管
）
の
「
人
手
不

足
へ
の
対
応
調
査
」
で
は
、
会
員
企
業
を
対
象
に
、

清
掃
業
務
に
お
け
る
各
社
の
取
組
事
例
や
人
材
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
報

告
書
に
ま
と
め
る
。
ま
た
、「
賠
償
責
任
事
故
例
の
掲

示
物
作
成
」は
、清
掃
現
場
で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、

賠
償
責
任
に
つ
な
が
る
作
業
中
で
の
事
故
例
を
ま
と

め
た
掲
示
物
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

警
備
防
災
委
員
会
（
警
備
）
の
調
査
研
究
の
具
体

的
テ
ー
マ
は
、
今
後
検
討
す
る
。

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
（
保
全
）
の
「
緊
急
地

震
速
報
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
」
で
は
、
近
年
、
ビ

ル
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

の
有
効
活
用
方
法
及
び
種
類
や
制
度
に
つ
い
て
調
査

し
、
報
告
書
に
ま
と
め
る
。

２　
隔
年
・
不
定
期
開
催
の
事
業

（
１
）
隔
年
事
業

　

海
外
研
修
視
察
に
つ
い
て
は
、
11
月
に
パ
リ
と
リ

ヨ
ン
を
視
察
す
る
。
ま
た
、
７
年
度
は
役
員
等
の
改

選
の
年
で
あ
る
た
め
、
役
員
・
委
員
の
集
い
を
実
施

す
る
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
で
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
を
導
入
し
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行

と
隔
年
で
交
互
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
７
年
度

は
日
帰
り
バ
ス
旅
行
と
な
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
、
次

回
令
和
８
年
度
に
実
施
、
７
年
度
は
実
行
委
員
会
の

立
上
げ
、
運
営
の
み
と
な
る
。

（
２
）
不
定
期
開
催
の
事
業

　

経
営
研
究
委
員
会
で
は
業
界
概
括
調
査
を
実
施
す

る
。
賃
金
・
契
約
改
定
状
況
の
周
知
は
実
施
し
な
い
。

３　
事
業
の
拡
大

　

建
管
で
は
、
新
た
に
「
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
操
作
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
習
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
初
心
者

の
た
め
の
洗
剤
基
礎
知
識
講
習
」
の
回
数
増
を
図
る
。

保
全
で
は
、「
ビ
ル
の
空
気
調
和
設
備
中
級
」
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、「
シ
ー
ケ
ン
ス
の
読
み
方
と
実
習
」

な
ど
、
４
講
習
の
回
数
増
を
図
る
。

４　
事
業
の
縮
小

　

警
備
関
係
で
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
の
２
号
講

習
を
２
回
か
ら
１
回
に
減
少
さ
せ
る
。

　

障
が
い
児
（
者
）
の
自
立
支
援
事
業
は
、
学
校
側

の
希
望
減
を
踏
ま
え
、
32
回
を
30
回
に
縮
小
す
る
一

方
、
新
た
に
就
労
を
目
指
し
た
学
校
へ
の
訪
問
を
重

点
的
に
実
施
す
る
。

５　
事
業
の
終
了

　

建
管
、
警
備
、
保
全
の
事
業
の
終
了
は
、
い
ず
れ

も
調
査
研
究
や
そ
れ
に
基
づ
く
報
告
書
の
作
成
、
テ

キ
ス
ト
の
増
刷
な
ど
、
事
業
の
完
成
、
終
了
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

６　
そ
の
他

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
つ
い
て
は
、
例
年

ど
お
り
開
催
に
協
力
す
る
。

第
３
号
議
案　
令
和
７
年
度 

予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

正
式
な
予
算
書
は
正
味
財
産
増
減
計
算
書
だ
が
、

協
会
の
運
転
資
金
の
現
状
を
直
接
表
す
も
の
で
は
な

い
た
め
、
今
回
は
収
支
計
算
書
を
中
心
に
説
明
す
る
。

Ⅰ　
事
業
活
動
収
支

１　
事
業
活
動
収
入

　

会
費
収
入
は
、
お
お
む
ね
前
年
度
と
同
額
の
１
億

７
６
２
３
万
円
を
計
上
し
た
。

　

事
業
収
入
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

収
入
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
の
開
催
年
度

で
は
な
い
た
め
出
展
料
収
入
の
減
、
収
益
等
そ
の
他

の
事
業
収
入
は
、
会
議
室
収
入
で
東
京
消
防
庁
等
の

大
口
利
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
大
幅
増

と
な
っ
た
。

　

以
上
、事
業
活
動
収
入
計
は
、３
億
１
８
０
３
万
円
、
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６
年
度
予
算
比
で
43
万
円
の
増
と
な
る
。

２　
事
業
活
動
支
出

事
業
費

①　

建
管
：
６
年
度
比
１
３
９
万
円
の
増
と
な
る
。

②　

警
備
：
６
年
度
比
33
万
円
の
減
と
な
る
。

③　

保
全
：
６
年
度
比
１
４
２
万
円
の
増
と
な
る
。

④　

普
及
啓
発
：
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
事
業

は
開
催
年
度
で
は
な
い
た
め
、
６
年
度
比
２
１

４
７
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

⑤　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
：
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
館
管
理
運
営
事
業
が
水
道
光
熱
費
の
高
騰
や

会
館
管
理
業
務
委
託
費
の
値
上
が
り
、
修
繕
工
事

の
増
大
に
よ
り
、
６
年
度
比
１
９
７
４
万
円
の
増

と
な
っ
た
。

管
理
費

　

給
料
手
当
が
職
員
の
退
職
に
よ
り
減
、
租
税
公
課

は
前
年
度
の
収
益
が
増
加
す
る
ほ
ど
賦
課
消
費
税
も

増
え
る
こ
と
か
ら
、
６
年
度
実
績
に
基
づ
き
、
８
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
事
業
活
動
収
入
計
か
ら
事
業
活
動
支
出
計

を
差
し
引
い
た
事
業
活
動
収
支
差
額
は
６
年
度
比
で

40
万
円
減
の
10
万
円
と
な
る
。

Ⅱ　
投
資
活
動
収
支

　

修
繕
積
立
預
金
、
退
職
給
与
引
当
預
金
か
ら
な
る

投
資
活
動
収
支
差
額
は
１
７
３
万
円
と
な
る
。

当
期
収
支
差
額

　

事
業
活
動
収
支
差
額
、
投
資
活
動
収
支
差
額
を
合

計
し
た
当
期
収
支
差
額
は
プ
ラ
ス
１
８
３
万
円
と

な
っ
た
。
７
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
黒
字
化
が
達
成

で
き
た
。

３
号
議
案-

２

令
和
７
年
度
予
算
案
（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
ベ
ー
ス
）

　

令
和
７
年
度
末
の
正
味
財
産
期
末
残
高
は

10
億
５
３
５
２
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

３
号
議
案-

３　

令
和
７
年
度
予
算
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内
訳
表
案

　

公
１
か
ら
公
４
ま
で
の
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期

経
常
増
減
額
の
欄
は
、
い
ず
れ
も
公
益
事
業
に
関
わ

る
収
入
よ
り
も
費
用
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
収
支
相

償
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

公
益
目
的
事
業
計
の
比
率
は
60
・
9
％
で
50
％
を

超
え
、
公
益
事
業
比
率
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

遊
休
財
産
保
有
限
度
額
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

算
出
で
き
な
い
が
、
保
有
基
準
の
１
０
０
％
以
内
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

第
４
号
議
案　
令
和
７
年
度 

資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

　

本
議
案
は
、
都
へ
の
事
業
計
画
提
出
時
の
書
類
の

一
つ
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
予
算
と
は
別
に
議
決
す

る
よ
う
、
都
よ
り
指
導
さ
れ
て
い
る
。

１　
資
金
調
達
の
見
込
み

　

融
資
等
を
受
け
る
必
要
の
な
い
財
政
状
態
で
あ
り
、

資
金
調
達
の
予
定
は
な
い
。

２　
設
備
投
資
の
見
込
み

　

３
階
音
響
機
器
の
工
事
を
は
じ
め
、
10
件
の
会
館

工
事
が
あ
り
、
合
計
３
９
０
５
万
円
と
な
る
。

第
５
号
議
案　
第
15
回
定
時
総
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

定
款
第
16
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
６
月

３
日
火
曜
日
午
後
２
時
よ
り
、
第
15
回
定
時
総
会
を

招
集
す
る
。
審
議
事
項
は
令
和
６
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
承
認
の
件
、
令
和
７
・
８
年
度
役
員
等
の
選

任
な
ど
、
４
議
案
を
予
定
し
て
い
る
。

　

開
催
方
法
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
し
て
お
り
、
総
会

終
了
後
に
は
懇
親
会
も
実
施
す
る
。
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第
６
号
議
案　
諸
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
担
当
理
事

そ
の
１　
事
務
局
職
員
就
業
規
則

そ
の
２　
事
務
局
職
員
給
与
規
程

そ
の
３　
事
務
局
職
員
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す

　
　
　
　

 

る
規
則

　

以
上
３
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
事
務
局
職
員
就
業
規
則

　

改
正
の
要
点
は
、
現
行
の
運
用
に
合
わ
せ
た
改
正

で
あ
る
。
有
期
雇
用
職
員
の
中
か
ら
無
期
転
換
し
た

職
員
が
出
た
こ
と
に
対
応
し
た
こ
と
に
加
え
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
よ
り
年
金
手
帳
が
廃
止
さ
れ

た
た
め
入
職
時
の
提
出
物
に
つ
い
て
修
正
。
そ
の
他
、

事
務
局
の
出
退
勤
や
年
休
等
の
取
得
手
続
き
に
つ
い

て
は
電
子
化
が
進
ん
だ
た
め
、
現
行
の
運
用
に
合
わ

せ
て
修
正
し
た
。

　

施
行
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
を
予
定
。

そ
の
２　
事
務
局
職
員
給
与
規
程

　

改
正
の
要
点
は
、
通
勤
手
当
の
新
設
で
あ
る
。
従

来
自
転
車
通
勤
者
に
は
通
勤
手
当
を
支
給
し
て
こ
な

か
っ
た
が
、
国
家
公
務
員
や
全
国
協
会
の
支
給
基
準

に
照
ら
し
て
、
非
課
税
の
範
囲
で
支
給
す
る
も
の
で
、

２
キ
ロ
以
上
５
キ
ロ
未
満
の
場
合
は
月
２
０
０
０
円

を
支
給
す
る
。
ま
た
、
住
居
手
当
の
支
給
対
象
を
明

確
に
す
る
。

　

施
行
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
を
予
定
。

そ
の
３　
事
務
局
職
員
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す

る
規
則

　

本
改
正
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
で
あ
る
。
法
改
正
の
趣
旨
は
、
男
女
と
も
仕
事

と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
、
育
児
期
の

柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
や

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周

知
・
意
向
確
認
の
義
務
化
な
ど
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

対
象
と
な
る
子
の
適
用
範
囲
の
拡
大
、
介
護
に
当
た

る
職
員
へ
の
時
差
出
勤
の
導
入
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、

規
則
に
「
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置

等
」
の
文
言
を
追
加
す
る
。

　

施
行
時
期
は
改
正
法
の
施
行
時
期
に
合
わ
せ
、
令

和
７
年
４
月
１
日
（
一
部
は
10
月
１
日
）
で
あ
る
。

３　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
榎
本
東
京
地
区
副
本
部
長

ア　
第
55
回 

実
態
調
査
報
告

　

昨
年
10
月
中
旬
に
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た『
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
年
鑑
２
０
２
５
』
を
３
月
中

旬
に
全
国
協
会
か
ら
会
員
に
送
付
す
る
。

　

回
答
率
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
前
回
か
ら

４
・
９
％
増
の
37
・
５
％
だ
っ
た
。
業
界
が
抱
え
る
課

題
な
ど
を
関
係
各
所
に
働
き
か
け
る
に
は
、
根
拠
資

料
と
し
て
よ
り
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。

今
年
９
月
に
は
第
56
回
調
査
を
実
施
す
る
の
で
、
引

き
続
き
回
答
へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
『
情
報
年
鑑
２
０
２
５
』
の
説
明
会
を
、
後
日
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
予
定
。

イ　
２
０
２
５
年
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
に

対
す
る
要
望
書
の
回
答

　

全
国
協
会
と
全
政
連
が
昨
年
提
出
し
た
要
望
に
つ

い
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
の
橋
本
会
長

名
で
回
答
が
あ
っ
た
。
主
な
点
だ
が
、「
最
低
賃
金
の

改
定
に
伴
う
労
務
費
の
価
格
転
嫁
の
促
進
」
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
よ
り
各
省
庁
・
都
道
府
県
及

び
市
区
町
村
に
対
し
て
、
予
算
の
確
保
、
契
約
変
更

の
検
討
や
対
応
を
行
う
よ
う
周
知
と
通
達
、
要
請
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
が
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
等

の
支
援
を
行
う
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
が
拡
充

さ
れ
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
係
る
公
共
調
達

に
つ
い
て
も
交
付
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
適
切
な

価
格
転
嫁
に
当
該
交
付
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
に
総
務
省
か
ら
地
方
公
共
団
体
あ
て
に
通
知
し
た
、

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

ウ　
最
低
賃
金
の
改
定
に
伴
う
契
約
金
額
の
変
更
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
報
告

　

昨
年
11
月
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
に
全
国
協
会
が
会

員
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
で

あ
る
。
昨
年
８
月
に
総
務
省
・
厚
労
省
が
、
最
低
賃

金
の
改
定
を
見
据
え
た
官
公
庁
契
約
の
契
約
金
額
変

更
を
求
め
て
発
出
し
た
通
知
を
受
け
、
会
員
会
社
が
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実
際
に
価
格
交
渉
を
行
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
結
果
ど

の
よ
う
に
官
公
庁
が
対
応
し
た
か
、
と
い
う
内
容
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

回
答
社
数
は
全
体
の
22
・
１
％
で
あ
る
６
２
６
社
。

そ
の
う
ち
官
公
庁
物
件
の
受
注
が
あ
る
会
社
は
77
・

0
％
の
４
８
２
社
で
あ
っ
た
。

　

価
格
交
渉
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
４
８
２
社
の
う

ち
３
３
０
社
が
実
施
し
、
そ
の
う
ち
83
・
３
％
の

２
７
５
社
が
「
成
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
う

ち
２
０
４
社
が
「
受
託
金
額
の
変
更
に
つ
な
が
っ
た
」

と
回
答
。

　

一
方
、「
成
果
が
な
か
っ
た
」
51
社
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
29
社
が
「
予
算
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
、
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

（
ア
）
第
59
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
の
案
内
と
対
象

従
業
員
推
薦
の
お
願
い

　

第
59
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
に
お
け
る
表
彰
対
象

従
業
員
の
推
薦
を
お
願
い
し
た
い
。
式
典
は
６
月
24

日
14
時
か
ら
、
会
場
は
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ホ
ー

ル
Ｃ
で
あ
る
。
各
社
か
ら
５
名
を
限
度
に
推
薦
を
受

け
付
け
る
。
推
薦
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
で
、
締
切
り

は
４
月
10
日
で
あ
る
。

（
イ
）
令
和
７
年
度 

第
46
回
海
外
研
修
視
察
の
案
内

（
第
一
報
）

　

今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
と
リ
ヨ
ン
の
２
都
市

の
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。
視
察
先
は
、
パ
リ
で
は

テ
ニ
ス
の
全
仏
オ
ー
プ
ン
で
使
用
す
る
ロ
ー
ラ
ン
・

ギ
ャ
ロ
ス
や
２
０
２
４
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会

式
で
も
使
用
し
た
ス
タ
ッ
ド
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
。
ま

た
、
リ
ヨ
ン
で
は
、
再
開
発
地
域
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
証
事
業
と
し
て
、
建
築
家
の
隈

研
吾
氏
が
設
計
し
た
複
合
ビ
ル
「
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ(

ひ

か
り)

」
の
視
察
を
予
定
し
て
い
る
。

　

日
程
は
、
今
年
の
11
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５

泊
７
日
、
参
加
費
は
、
70
万
円
以
内
で
最
終
調
整
中

で
あ
る
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
第
一
報
を
３
月
上
旬
に
、
申
込

書
の
付
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
４
月
上
旬
に
お
届
け

す
る
。
な
か
な
か
見
学
で
き
な
い
施
設
等
に
も
訪
問

す
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

（
ウ
）
令
和
７
年 

新
年
賀
詞
交
歓
会
の
実
施
報
告

　

１
月
９
日
に
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

で
開
催
し
た
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
結
果
数
字
が
ま
と

ま
っ
た
。
平
年
ベ
ー
ス
の
立
食
形
式
と
し
入
場
者
数

計
は
３
６
７
名
と
、
前
年
よ
り
29
名
増
え
た
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の
令
和
２
年
と
比
較
し
て
も
、
同
程
度
の
参

加
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
は
３
４
７
万
円
、
支
出
は
５
２
２
万
円
余
り
、

収
支
差
額
は
１
７
５
万
円
と
な
っ
た
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
建
物
管
理
業
務
委
託
入

札
の
実
施
報
告

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
建
物
管
理
業
務
委
託
に

つ
い
て
は
令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
現
契
約
が

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合
評
価
方
式
に
て
入
札

を
実
施
し
た
。
入
札
説
明
会
へ
の
参
加
数
は
５
社
、

う
ち
２
社
が
入
札
参
加
し
た
。
落
札
者
は
グ
ロ
ー
ブ

シ
ッ
プ
株
式
会
社
。
落
札
価
格
は
２
０
４
０
万
円
で

あ
る
。
契
約
期
間
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

10
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

（
ア
）
人
事
・
労
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

３
月
７
日
金
曜
日
の
14
時
か
ら
、
人
事
・
労
務
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
東
京
労
働
局
か
ら

講
師
を
招
き
、
企
業
の
人
事
や
労
務
の
担
当
者
が
新

年
度
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
知
っ
て
お
く
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
労
基

署
が
企
業
を
調
査
し
た
定
期
監
督
の
結
果
を
も
と
に
、

労
働
基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
の
法
令
違
反

に
な
ら
な
い
た
め
の
注
意
点
を
お
話
し
い
た
だ
く
。

後
半
で
は
、
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
及
び
正
社
員
と
の
待
遇
の
差
を
禁
じ

た
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
・
有
期
雇
用
労
働
法
」

の
２
つ
の
法
律
に
つ
い
て
、
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

　

法
令
違
反
は
会
社
に
と
っ
て
経
営
リ
ス
ク
で
あ
り
、

行
政
は
厳
し
く
そ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
担
当

官
が
ビ
ル
メ
ン
に
特
化
し
た
話
を
し
て
く
れ
る
機
会

な
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（
イ
）
現
場
の
転
倒
リ
ス
ク
撃
退
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

報
告

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
の
転
倒
災
害
の
多
発
を
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受
け
、
２
月
26
日
に
転
倒
防
止
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
会
員
企
業
を
中
心
に
80
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
各
社
が
従
業
員
の
転
倒
に
悩
ん
で
い
る

現
状
が
う
か
が
え
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
で
は
役
員
企
業
に
協
力
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
転
倒
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
み
を

社
員
の
方
々
に
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
か

ら
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
の
声
が
集
ま
っ
た
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

（
ア
）
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
案
内

　

令
和
７
年
度
の
第
２
１
０
回
大
会
だ
が
、
開
催
日

は
５
月
22
日
の
木
曜
日
、
場
所
は
茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
・
イ
ン
４
組
ず
つ
計
32
名
を
募

集
す
る
。
３
月
５
日
か
ら
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

申
込
み
を
開
始
す
る
。

（
イ
）
動
物
園
招
待
案
内

　

令
和
７
年
度
の
都
立
動
物
園
・
水
族
園
の
招
待
事

業
に
つ
い
て
、今
年
も
上
野
動
物
園
、多
摩
動
物
公
園
、

葛
西
臨
海
水
族
園
の
３
園
を
対
象
に
ペ
ア
で
無
料
ご

招
待
す
る
。
前
回
の
申
込
数
実
績
に
合
わ
せ
て
購
入

数
を
調
整
し
て
い
る
。
申
込
期
間
は
４
月
15
日
か
ら

５
月
16
日
で
あ
る
。

オ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
吉
澤
担
当
理
事

〇
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
報
告

　

年
２
回
実
施
し
て
い
る
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見

交
換
会
を
１
月
29
日
に
実
施
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、

①
ゼ
ロ
都
債
活
用
に
よ
り
入
札
時
期
を
前
倒
し
し
た

案
件
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
や
当
該
制
度
の
複

数
年
契
約
・
総
合
評
価
制
度
案
件
へ
の
積
極
的
活
用
、

②
複
数
年
契
約
に
お
け
る
労
務
単
価
上
昇
に
伴
う
契

約
期
間
途
中
で
の
契
約
金
額
の
見
直
し
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
導
入
の
可
能
性
、
③

落
札
者
に
対
す
る
資
格
審
査
の
厳
正
化
、
④
障
害
者

雇
用
モ
デ
ル
入
札
案
件
の
拡
大
に
つ
い
て
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
組
み
込
ま
れ

た
重
点
支
援
金
の
活
用
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

先
方
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
つ
い
て
の
課

題
は
認
識
し
て
お
り
、
要
望
実
現
の
た
め
に
公
平
性

や
公
正
性
を
保
つ
こ
と
や
、
客
観
的
に
判
断
し
て
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
検
討
を
進
め
る
な
ど

の
回
答
が
あ
っ
た
。

カ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
谷
川
委
員
長

〇
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

調
査
報
告
書
の
作
成

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
近
年
増
加
し
て
い
る
ノ
ン

ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
床
材
、

ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
及
び
関
連
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
。
報
告
書
で
は
、

３
種
類
の
床
材
と
ワ
ッ
ク
ス
と
の
密
着
度
を
比
較
す

る
た
め
に
、
２
つ
の
試
験
方
法
に
て
検
証
を
行
っ
た

様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。
床
材
と
ワ
ッ
ク
ス
と
の
密

着
度
を
確
か
め
た
う
え
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
密
着
不
良
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぎ
、
よ
り
品
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
本
冊
子

が
業
務
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

キ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
向
山
委
員
長

〇
管
理
物
件
の
設
備
修
繕
に
関
す
る
診
断
方
法
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　

３
月
19
日
に
、
管
理
物
件
の
設
備
修
繕
に
関
す
る

診
断
方
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

設
備
、
イ
ン
フ
ラ
の
診
断
に
つ
い
て
は
、
八
潮
市

の
下
水
道
管
の
陥
没
事
故
な
ど
で
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

劣
化
診
断
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
社
会
的
関

心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。講
演
い
た
だ
く（
株
）ジ
ャ

ス
ト
、
東
京
電
設
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

非
破
壊
検
査
や
電
気
設
備
の
検
査
が
得
意
な
会
社
で

あ
る
。
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
た
い
。
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■第 140回理事会

ク　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
副
会
長

〇
第
23
回
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会
へ
の
委
員
派

遣
報
告

　

２
月
15
日
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
東
京
支
部
が
主
催
す
る
技
能
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
当
協
会
は
こ
の
大
会
へ
の

協
賛
及
び
検
定
委
員
・
補
佐
員
を
派
遣
し
、
開
催
に

協
力
し
た
。

　

金
賞
は
第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社　

小

泉
彩
奈
恵
さ
ん
、
銀
賞
は
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ

東
京
本
部　

梶
瑞
貴
さ
ん
、
銅
賞
は
太
平
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
東
京
支
店　

間
野
涼
香
さ
ん
が
受
賞

し
た
。
金
賞
の
小
泉
さ
ん
は
、
10
月
17
日
か
ら
愛
知

県
で
開
催
予
定
の
第
45
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大

会
に
東
京
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

⑶　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
高
橋
専
務
理
事

〇（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

２
月
５
日
付
で
、
全
国
協
会
か
ら
公
共
施
設
に
お

け
る
清
掃
の
品
質
評
価
に
関
す
る
先
進
的
な
取
組
事

例
を
収
集
、
発
信
す
る
た
め
に
新
た
に
設
置
す
る
専

門
委
員
会
、「
公
共
施
設
品
質
評
価
あ
り
方
検
討
会

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
へ
の
委
員
派
遣
依
頼
が
あ

り
、
協
会
事
務
局
専
任
講
師
の
北
山
克
己
氏
を
推
薦

し
た
。
任
期
は
、
令
和
７
年
２
月
６
日
か
ら
令
和
７

年
８
月
31
日
で
あ
る
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
１
・
２
月
）

１
月
９
日	

三
役
会
、
理
事
会
、
新
年
賀
詞
交
歓
会

（
会
場
：
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
）　

　
　

16
日	
茨
城
県
協
会
賀
詞
交
歓
会
・
東
京
防
災

救
急
協
会
賀
詞
交
歓
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
業
協
会
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　

17
日	

東
京
都
警
備
業
協
会
新
年
互
礼
会
・

	

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会

新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　

22
日	

全
国
協
会
地
区
本
部
長
会
議
及
び
新
年

賀
詞
交
歓
会

　
　

23
日	

千
葉
県
協
会
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　

24
日	

神
奈
川
県
協
会
新
年
懇
親
会

２
月
４
日	

三
役
会

　
　

12
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

イ　
今
後
の
予
定

４
月
16
日	

三
役
会
、
第
１
４
１
回
理
事
会

５
月
８
日	

三
役
会
、
東
京
地
区
本
部
会
議
、

	

第
１
４
２
回
理
事
会

６
月
３
日	

第
15
回
定
時
総
会

※　

第
１
４
３
回
理
事
会
ま
で
の
間
に
三
役
会
開
催

　
　

17
日	

第
１
４
３
回
理
事
会

　
　

24
日	

優
良
従
業
員
表
彰
式
（
会
場
：
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
５
社
、
賛
助
会
員
72
社
（
令
和
７
年

３
月
１
日
現
在
）

エ　
令
和
７
年
度
講
習
会
案
内

『
令
和
７
年
度
講
習
会
の
ご
案
内
』
が
で
き
た
。
活
用

願
い
た
い
。
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第
１  

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

１-

１-

１　
実
態
調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

次
の
実
態
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

（
１
）
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査　

新
規

　

会
員
企
業
を
対
象
に
清
掃
業
務
に
お
け
る
各
社
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る
取
り

組
み
事
例
や
人
材
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
書

を
作
成
す
る
。

（
２
）
賠
償
責
任
事
故
例
の
掲
示
物
作
成　

新
規

　

清
掃
現
場
で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、
賠
償
責
任
に
繋
が
る
清
掃
作
業
中
で
の

事
故
例
を
ま
と
め
た
掲
示
物
を
作
成
す
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

１-

２-

１　
研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

　

清
掃
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
や
人
材
育
成
及
び
新
し
い
清
掃
技
法
や
資
機
材

紹
介
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
講
習
会
等
で
使
用

す
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

（
１
）
従
事
者
研
修	

年
11
回

（
２
）
専
門
講
習
（
新
規
：
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
操
作
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
、

　
　

回
数
増
：
初
心
者
の
た
め
の
洗
剤
基
礎
知
識
講
習
）	

拡
大　

年
23
回

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

２-

１-

１  

実
態
調
査
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
・
防
災
業
務
に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
、
最
新
情
報
収
集
に
向
け
た
各
所

へ
の
取
材
や
見
学
な
ど
を
通
し
て
新
た
な
業
務
課
題
な
ど
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、

報
告
書
を
作
成
す
る
。（
２
か
年
で
実
施　

１
か
年
目
）　

新
規

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

２-

２-

１　
講
習
会
の
実
施
〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

　

警
備
員
の
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め
、
次
の
講
習
会
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
警
備
・
防
災
業
務
に
関
係
す
る
情
報
を
周
知
す
る
た
め
、
警
視
庁
や
東

京
消
防
庁
、
専
門
団
体
等
か
ら
講
師
を
招
き
、
会
員
ニ
ー
ズ
や
業
界
動
向
を
踏
ま

え
た
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

併
せ
て
講
習
会
等
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講

師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

（
１
）
新
任
警
備
員
教
育
（
認
定
職
業
訓
練　

１
回
21
時
間
）	

年
18
回

（
２
）
現
任
警
備
員
基
本
教
育
（
１
回
４
時
間
）	

年
15
回

（
３
）
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
１
号
）（
１
回
6
時
間
）	

年
15
回

令
和
7
年
度 

事
業
計
画
・
予
算

�
（
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で
）

　

第
１
４
０
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
7
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
う
ち
、
新

規
項
目
や
重
点
項
目
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。
事
業
計
画
・
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
協
会
情
報
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
項
目
に
記
載
し
て
い
る
「
１
―
１
―
１
」
等
の
番
号
は
、
公
益
目
的
事

業
区
分
と
定
款
第
4
条
に
よ
る
各
事
業
項
目
に
則
し
た
事
業
区
分
お
よ
び
事
業
項
目

を
示
し
て
い
ま
す
。

令和７年度事業計画・予算
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（
４
）
現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
２
号
）（
１
回
6
時
間
）	

縮
小　

年
１
回

（
５
）
専
門
講
習	

年
３
回

第
３  
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

３-

１-

１  

調
査
研
究
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

次
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

（
１
）
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究　

新
規

　

地
震
被
害
軽
減
の
一
環
と
し
て
最
新
の
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用

方
法
と
種
類
や
制
度
を
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

（
２
）
管
理
物
件
の
設
備
修
繕
時
期
の
調
査
研
究　

継
続

　

給
排
水
管
、
電
気
設
備
等
の
修
繕
時
期
の
特
定
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
査
や　

診
断
す
る
技
術
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

３-

２-

１  

研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

設
備
員
の
技
能
向
上
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
次
の
講
習
会
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
円
滑
な
講
習
会
運
営
の
た
め
、
講
習
会
等
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
機

材
の
整
備
等
の
ほ
か
、
指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

（
１
）
設
備
管
理
の
基
礎	

新
人
教
育
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
４
日
間
）	

年
２
回

（
２
）
法
定
講
習
・
電
気
取
扱
者
安
全
衛
生
特
別
教
育	

年
５
回

（
３
）	

専
門
講
習
（
新
規
：
ビ
ル
の
空
気
調
和
設
備
中
級
、
回
数
増
：
シ
ー
ケ
ン
ス

の
読
み
方
と
実
習
、
消
防
用
設
備
の
基
礎
知
識
、
設
備
と
図
面
の
基
礎
知
識

講
習
、
長
期
修
繕
計
画
講
習
）	

拡
大　

年
45
回

	

３-

２-

３　
参
考
書
籍
・
講
習
会
資
料
の
作
成
〈
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

　

	

次
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

（
１
）『
ビ
ル
設
備
管
理
テ
キ
ス
ト
（
初
級
編
）』
の
改
訂

　
　

		（
３
か
年
で
実
施
、
３
か
年
目
）　

継
続

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

４-

２-

１　
労
働
安
全
研
修
・
講
習
会
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
向
上
の
た
め
に
、
各
種
講
習
会
を
実

施
す
る
。	

年
９
回

【
３　
育
成
の
事
業
】

４-

３-

３　
社
会
貢
献
事
業
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

　

次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

　
　
〈
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
〉

（
１
）
障
が
い
児
（
者
）
に
対
す
る
自
立
支
援
事
業

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
通
し
て
生
徒
・
児
童
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

都
内
各
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
指
導
研
修
等
を
実
施

す
る
。
な
お
、
一
部
は
就
労
を
目
指
し
た
学
校
へ
の
訪
問
を
新
た
に
実
施
す
る
。

	

縮
小　

年
25
回

（
２
）
研
修
・
講
習
会
の
実
施

　

障
が
い
者
の
清
掃
技
能
及
び
指
導
者
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、
次
の
研
修
等
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
講
習
会
等
で
使
用
す
る
資
機
材
の
整
備
等
の
ほ
か
、

指
導
講
師
の
育
成
等
も
実
施
す
る
。

　

ア　

障
が
い
者
清
掃
作
業
指
導
員
コ
ー
ス
（
認
定
職
業
訓
練	

１
回
12
時
間
）

　

イ　

よ
く
わ
か
る
清
掃
講
習	

年
3
回

４-
３-
４　
品
質
改
善
事
業
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
お
け
る
品
質
管
理
の
徹
底
と
品
質
改
善
活
動
の
意

欲
向
上
を
図
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
事
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業
を
実
施
す
る
。

（
１
）
品
質
管
理
に
関
す
る
各
種
講
習
会

（
２
）
品
質
改
善
に
関
す
る
勉
強
会

（
３
）
そ
の
他
普
及
啓
発
活
動

４-

３-

５　
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
事
業
の
実
施
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
、
関
係
情
報
の
提
供
等
を
図
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

（
１
）
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

（
２
）
労
働
災
害
・
無
災
害
企
業
の
募
集
及
び
表
彰

（
３
）
労
働
安
全
衛
生
標
語
の
募
集
及
び
表
彰

（
４
）
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
の
募
集
及
び
表
彰

（
５
）
労
働
安
全
講
師
の
派
遣	

年
８
回

【
４　
普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業
】

４-

４-

５　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  〈
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
〉　
隔
年

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
社
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
隔
年
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
。
次
回
の
開
催
に
向
け
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

広
報
活
動
等
を
実
施
す
る
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業 〈
共
益
事
業
・
収
益
事
業
〉

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

５-

１-

１　
海
外
研
修
視
察
の
実
施
〈
総
務
委
員
会
〉　
隔
年

　

欧
州
・
北
米
等
に
お
け
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
実
態
視
察
を
目
的
と
し
て

海
外
研
修
視
察
を
実
施
す
る
。
隔
年
事
業
で
あ
り
、
今
年
度
は
計
画
年
度
と
な
る
。

５-

１-

２　
要
望
活
動
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全
な
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
育
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
東
京
都
等
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

【
５　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
】

５-

５-

１　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
事
業
の
実
施
〈
厚
生
委
員
会
〉

　

会
員
従
業
員
の
健
全
な
心
身
の
鍛
練
に
資
し
、
相
互
の
同
好
者
に
よ
り
親
睦
を

図
る
た
め
に
、
以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
。

（
１
）
野
球
大
会	

年
１
回

（
２
）
ゴ
ル
フ
大
会		

年
１
回

（
３
）
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

年
１
回

（
４
）
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待	

年
４
回

（
５
）
都
立
動
物
園
等
招
待	

年
１
回

（
６
）
日
帰
り
バ
ス
旅
行	

隔
年　

年
１
回

５-

５-

７　
役
員
・
委
員
の
集
い
〈
総
務
委
員
会
〉　　
隔
年

　

今
後
の
協
会
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
役
員
及
び
委
員
を
対
象
と
し
て

懇
親
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
令
和
７
年
度
は
改
選
年
度
に
当
た
る
た
め

計
画
す
る
。

令和７年度事業計画・予算



2626だろう！　思い込みの前に確認

科　　目 令和７年度
予算額

令和６年度
予算額 増減

Ⅰ　事業活動収支の部 　 　 　
　１　事業活動収入 　 　 　
　（1）会費収入 176,232,000 175,728,000 504,000
　（2）入会金収入 740,000 1,140,000 △ 400,000
　（3）事業収入
　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業収入 13,871,000 11,700,000 2,171,000
　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業収入 8,359,000 8,654,000 △ 295,000
　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業収入 25,767,000 20,813,000 4,954,000
　　④普及啓発・活用の事業収入 4,584,000 22,972,000 △ 18,388,000
　　⑤収益等その他の事業収入 88,074,000 76,530,000 11,544,000
　（4）雑収入 410,000 68,000 342,000
　事業活動収入　計 318,037,000 317,605,000 432,000
　２ 事業活動支出 　 　 　
　事業費 　 　 　
　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業費 12,026,000 10,636,000 1,390,000
　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業費 6,500,000 6,831,000 △ 331,000
　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業費 15,453,000 14,025,000 1,428,000
　　④普及啓発・活用の事業費 24,728,000 46,207,000 △ 21,479,000
　　⑤収益等その他の事業費 109,301,000 89,554,000 19,747,000
　管理費　 149,928,000 149,848,000 80,000
　事業活動支出　計 317,936,000 317,101,000 835,000
　事業活動収支差額 101,000 504,000 △ 403,000
Ⅱ　投資活動収支の部 　 　 　
　投資活動収入 35,050,000 27,810,000 7,240,000
　投資活動支出 33,315,000 35,312,000 △ 1,997,000
　投資活動収支差額 1,735,000 △ 7,502,000 9,237,000
Ⅲ　財務活動収支の部 　 　 　
　１　財務活動収入 0 0 0
　２　財務活動支出 0 0 0
当期収支差額 1,836,000 △ 6,998,000 8,834,000
前期繰越収支差額 66,243,116 41,437,085 24,806,031
次期繰越収支差額 68,079,116 34,439,085 33,640,031

単位　円

令和7年度予算（収支計算書ベース）
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

令和７年度事業計画・予算



2727 日常に潜む危険の芽　安全確認怠らず　目指していこう　ゼロ災職場

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

ピレスロイド剤とカーバメイト剤の特長を活かしたエアゾール剤。
3 種の有効成分を配合し、待ち伏せ効果と速効効果で効率的な
駆除が可能となり、正立使用、倒立使用両方施工ができること
が特長です。
さらに、隙間用ノズルの採用により、隙間に潜む害虫対策に効き
目を発揮します。また飛翔性の害虫の壁などへの定着を阻止する
効果も期待できます。軒下、玄関出入り口周り、窓枠周り（窓ガ
ラスへの噴霧は NG）、ゴミ箱の中、害虫が徘徊する壁際（屋内、
屋外）などに最適です。

国際衛生株式会社　TEL : 03-3667-6711
https://www.kokusaieisei.jp/

「パナジェット」
業務用　不快害虫用駆除剤

倒立使用で隙間に噴射 正立使用で広範囲に噴射

プロ仕様のプロ仕様の
害虫防除エアゾール害虫防除エアゾール

製品仕様、概要　
400ml　12本／ケース



2828一度止まって　よく確認　防ごう　大きなヒューマンエラー

　赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※令和７年 ３	月１日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。告　知　板

広報委員会　STAFF

■委員長　吉澤幸夫　　　
■委　員　里見貴弘　庄司和明　鈴木英司　藤井智宏　宮下洋介

編集・制作：広報委員会

広報誌 令和７年４・５月号（第619号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

発行人：佐々木浩二　　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

入会
社名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号

エイトスマイル不動産株式会社 伊東　　修 141-0033 東京都品川区西品川2-12-20 03-3431-0684

株式会社パソナ日本総務部 佐野　克也 540-0031
大阪府大阪市中央区北浜東
4-33　北浜NEXU BUILD

06-6910-1330

代表者変更
社名 代表者名

ファシリティーマネジメント
株式会社

須藤　　亮

株式会社シービーエス 西村　隆司

株式会社シミズオクト 清水　太郎

会社名変更
社名

株式会社西武不動産ビルマネジメント
（旧社名：株式会社西武SCCAT）

〈敬称略〉

〈敬称略〉

ようこそ
ビルメンテナンス業界へ
社会のため、人々のため
一緒に頑張りましょう！

フレッシュマン & ウーマンの皆様





公
益
社
団
法
人
　東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
　
２
０
２
5
年
　
　
４
・
５
月
号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ . 

６
１
9

東京都カスタマー・ハラスメント防止条例の
概要と企業対応のポイント

特  集

令和７年４月１日  第6１9号

第18回 ビルメンテナンスこども絵画コンクール 東京地区３年生の部 金賞 「景色にかけるだけできれいになる未来の消しゴム」
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